
　（別紙４（２）） 事業所名：グループホームファミーユ

目標達成計画 作成日：令和　 6年　12月　10日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成
に要する

期間

1
47
(21)

服薬管理指導等もうけていない。1月に誤薬、５月
にも薬入りの飲み物を別の入居者が飲んでしまっ
た事故が発生した。誤薬事故の対策を職員で再
検討し、服薬マニュアルの見直しと整備する必要
性がある。

①服薬マニュアルを見直し整備する。
②内服薬が多い入居者には居宅療養管理指
導を受けるよう勧め、薬の管理を行っていく。

①服薬マニュアルを管理者が看護師等に相談しながら作成
する。
②作成した服薬マニュアルを職員の直ぐに目のつく場所に保
管する。
③ケアマネが内服薬の多い入居者の家族に相談して、居宅
療養管理指導の必要性を伝えサービス導入につなげるよう
努める。

3ヶ月

2
47
(21)

残薬の管理ができておらず、内服薬が足りない入
居者も出てきており、残薬の管理及び病院受診日
の設定管理が必要である。

①各入居者の病院受診日を把握する。
②残薬を把握する。

①毎月、病院受診日を確認して全職員が見える
場所に掲示する。
②月ごとの予定表に受診日を決めて記入する。
③薬を処方されたときにいつまでの分なのかを確
認して、表に記載する。

3ヶ月

3
35
(16)

避難訓練及び防火訓練等が行われておらず、早
期に計画を立てて実施する必要性がある。

①全職員が災害時の動きをスムーズに行える
ようになる。

①防火管理者にサ高住とグループホームとの合
同の夜間想定の防火訓練の計画書を作成しても
らう。
②サ高住の管理者と日程を調整して、実行する。

3ヶ月

4
35

(16）

BCPについては資料の準備段階にとどまってお
り、今後は複合施設全体の取り組みと、災害対策
に向けた備蓄の確認と実施が必要である。

①BCPを作成し完成させる。

①複合施設内の各事業所の管理者に呼び掛け
てBCP作成の協力をしてもらう。
②施設長に備蓄の確認をしてもらい、災害対策に
向けた備蓄の確認と実施を行う。

3ヶ月

5
4
(3)

運営推進会議に家族様代表と地域代表者が不参
加となっている。今後は家族代表と地域代表者に
も参加してもらい、提供しているサービス内容を明
らかにして、地域に開かれたサービスとすること
で、サービスの質の向上につなげていくことが求
められてくる。

①運営推進会議を通して、地域に開かれた
サービスを目指し、サービスの質の向上につ
なげる

①自治会に連絡を入れて、寄宮地区担当の民生
員を確認して、推進会議への参加の呼びかけを
行う。
②家族様に電話連絡をして、家族代表の参加の
呼びかけを行う。

1ヶ月

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　



6
34
(15)

事故報告はあるが、ヒヤリハット報告の件数がな
い。事故を未然に予防するためにもヒヤリハットの
視点が必要となってくる。

①ヒヤリハット報告件数を増やし、事故を未然
に防ぐように努める。

①ヒヤリハット報告書の見直しを行い、より簡潔に
記入できるように作成する。
②職員に対してヒヤリハットの重要性を学んでも
らい、日々の業務での気づきを記載してもらう。

2ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。


